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～台風被害防止のため農業用ハウスの強靭化を行いましょう～

の
ハ
ウ
ス
は
、
台
風
15
号
に
よ
り

ハ
ウ
ス
が
真
上
か
ら
押
し
つ
ぶ
さ

れ
、
一
棟
が
全
壊
し
ま
し
た
。
こ

の
た
め
、
強
風
に
耐
え
、
災
害
被

害
を
防
ぐ
ハ
ウ
ス
の
強
靭
化
が
必

要
と
考
え
、
部
材
の
入
手
・
施
工

し
や
す
い
足
場
材
を
活
用
し
た
補

強
に
取
組
ま
れ
た
そ
う
で
す
。

　
研
修
会
で
は
そ
の
後
、
株
式
会

社
渡
辺
パ
イ
プ
茨
城
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
の
寺
門
所
長
よ
り
、
有
効

な
補
強
方
法
で
あ
る
タ
イ
バ
ー
の

設
置
に
つ
い
て
、
実
演
を
交
え
な

が
ら
ご
説
明
頂
き
ま
し
た
。
参
加

者
か
ら
は
各
自
の
ハ
ウ
ス
に
補
強

を
す
る
場
合
の
ア
ド
バ
イ
ス
等
に

つ
い
て
質
問
が
多
く
出
る
な
ど
、

大
変
有
意
義
な
研
修
会
に
な
り
ま

し
た
。

ハ
ウ
ス
強
靭
化
現
地
研
修
会
を
開

催
し
ま
し
た

　

最
大
瞬
間
風
速
30m

/s

以
上

を
記
録
し
た
令
和
元
年
９
月
の
台

風
15
号
に
よ
り
、
行
方
地
域
の
パ

イ
プ
ハ
ウ
ス
は
甚
大
な
被
害
を
受

け
ま
し
た
。
今
後
、
同
規
模
の
大

型
台
風
に
対
す
る
被
害
を
最
小
限

に
抑
え
る
た
め
に
、
茨
城
県
で
は

農
業
用
ハ
ウ
ス
の
強
靭
化
を
推
進

し
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
取
り
組
み
の
一
環
と
し

て
、
昨
年
11
月
10
日
に
、
潮
来
市

で
ト
マ
ト
栽
培
に
取
り
組
む
山
本

農
業
経
営
士
の
ハ
ウ
ス
を
会
場

に
、
ハ
ウ
ス
強
靭
化
現
地
研
修

会
を
開
催
し
ま
し
た
（
写
真
１
）。

鹿
行
農
林
事
務
所
企
画
調
整
部
門

か
ら
、
ハ
ウ
ス
強
靭
化
に
関
す
る

県
の
考
え
方
や
支
援
策
、
共
済
事

業
等
に
つ
い
て
、
行
方
地
域
農
業

改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
か
ら
県
が
作

成
し
た
「
農
業
用
ハ
ウ
ス
災
害
被

害
防
止
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
に
つ
い
て

そ
れ
ぞ
れ
情
報
提
供
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
足
場
材
を
活
用
し
た
強

靭
化
施
工
事
例
に
つ
い
て
、
現
地

見
学
し
、
山
本
氏
か
ら
、
補
強
の

目
的
や
、
工
夫
し
た
点
な
ど
に
つ

い
て
説
明
頂
き
ま
し
た
。
山
本
氏

～ハウス強靭化現地研修会とハウス強靭化対策について～

普及だより普及だより
第１３９号

（写真１）現地検討会の様子

ハ
ウ
ス
強
靭
化
対
策
に
つ
い
て

　
農
業
用
ハ
ウ
ス
の
被
害
を
防
い

で
い
く
た
め
に
は
、
少
な
く
と
も

風
速
36m

/s

程
度
の
強
風
に
耐

え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
想
定

さ
れ
る
被
災
パ
タ
ー
ン
に
応
じ
て

複
数
の
補
強
方
法
を
組
み
合
わ
せ

て
、
適
切
に
対
策
を
進
め
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
す
。

①
風
上
側
の
肩
部
か
ら
屋
根
に
か

け
て
押
し
つ
ぶ
さ
れ
る
パ
タ
ー
ン

　
強
風
が
ハ
ウ
ス
側
面
に
吹
き
付

け
た
場
合
に
発
生
し
や
す
く
、
水

平
タ
イ
バ
ー
や
ク
ロ
ス
タ
イ
バ
ー

の
設
置
、
足
場
管
等
に
よ
る
側
面

の
補
強
、
ダ
ブ
ル
ア
ー
チ
構
造
の

導
入
等
が
有
効
で
す
。

②
下
か
ら
吹
き
上
が
る
よ
う
に
パ

イ
プ
が
変
形
す
る
パ
タ
ー
ン

　
扉
等
の
破
損
等
の
原
因
で
、
ハ

ウ
ス
内
に
風
が
吹
き
込
ん
だ
場
合

に
発
生
し
や
す
く
，
扉
の
点
検
補

強
、妻
部
へ
の
防
風
ネ
ッ
ト
展
張
、

基
礎
部
の
強
化
等
が
有
効
で
す
。

③
妻
面
が
奥
行
方
向
に
倒
壊
す
る

パ
タ
ー
ン

　
強
風
が
、
妻
面
か
ら
奥
行
方
向

に
吹
い
た
場
合
に
発
生
し
や
す

く
、
筋
交
い
直
管
の
追
加
等
が
有

効
で
す
。

④
真
上
か
ら
屋
根
が
押
し
つ
ぶ
さ

れ
る
パ
タ
ー
ン

　
施
設
周
辺
の
障
害
物
に
よ
り
、

風
速
風
向
が
変
化
し
た
場
合
に
発

生
し
、
ダ
ブ
ル
ア
ー
チ
構
造
の
導

入
、
ア
ー
チ
パ
イ
プ
材
の
強
化
、

増
設
等
が
有
効
で
す
。

　
「
農
業
用
ハ
ウ
ス
災
害
被
害
防

止
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
お
よ
び
ハ
ウ
ス

強
靭
化
の
施
工
法
は
、
行
方
普
及

セ
ン
タ
ー
又
は
鹿
行
農
林
事
務
所

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て

い
ま
す
。



　
潮
来
市
で
は
、令
和
元
年
度
よ
り
、「
水

郷
潮
来M

YSTERY

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

と
し
て
、
マ
コ
モ
若
葉
を
活
用
し
た
商
品

開
発
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
元
年
度
は
、
マ
コ
モ
若
葉
の
乾
燥
前
処

理
方
法
や
粉
砕
機
の
違
い
に
よ
る
パ
ウ

ダ
ー
試
作
に
取
り
組
み
、
二
年
度
に
は
粒

度
の
細
か
い
パ
ウ
ダ
ー
化
に
成
功
し
ま
し

た
。
ま
た
、
マ
コ
モ
若
葉
パ
ウ
ダ
ー
を
商

品
に
添
加
し
た
様
々
な
加
工
品
の
試
食
会

を
開
催
し
、「
シ
フ
ォ
ン
ケ
ー
キ
」「
パ
ウ

ン
ド
ケ
ー
キ
」「
ま
こ
も
寒
天
」「
ま
こ
も

茶
」
を
レ
シ
ピ
と
し
て
ま
と
め
ま
し
た
。

さ
ら
に
、一
般
の
方
へ
公
募
を
行
い
、「
ま

こ
も
ア
イ
ス
」「
ま
こ
も
フ
ォ
ー
」
等
の

商
品
開
発
を
行
う
と
と
も
に
、
新
規
栽
培

者
へ
の
補
助
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　
令
和
３
年
１
月
18
日
（
月
）
行
方
地
域

農
業
後
継
者
ク
ラ
ブ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
表

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
、
行
方
地

域
の
農
業
後
継
者
ク
ラ
ブ
「
ミ
ラ
ク
ル

TRICK

」
の
高
橋
勇
希
氏
と
新
堀
勝
利
氏

が
自
身
の
取
り
組
ん
だ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活

動
に
つ
い
て
発
表
し
ま
し
た
。
発
表
後
に

は
、
行
方
地
域
の
農
業
三
士
の
代
表
者
か

ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
に
対
す
る
助
言
を

い
た
だ
き
、
来
年
度
の
活
動
に
つ
な
が
る

発
表
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
公
益
社
団
法
人
大
日
本
農
会
で
は
、
農

業
者
等
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
患
者
が
発
生

し
た
時
に
、
保

健
所
と
連
携
し

て
、
感
染
拡
大

防
止
を
前
提
と

し
て
、
業
務
継

続
を
図
る
際
の

基
本
的
な
ポ
イ

ン
ト
を
ま
と
め

て
公
表
し
て
い

ま
す
の
で
、
ご

活
用
下
さ
い
。

　
管
内
で
は
、
例
年
３
月
後
半
か
ら
カ
ン

シ
ョ
作
付
用
の
マ
ル
チ
展
張
が
始
ま
り
ま

す
。
そ
の
際
、
多
く
の
場
合
土
壌
燻
蒸
剤

で
あ
る
ク
ロ
ル
ピ
ク
リ
ン
剤
（
以
下
「
ク

ロ
ピ
ク
剤
」）
も
同
時
に
施
用
さ
れ
ま
す

が
、
事
故
防
止
の
た
め
次
の
点
に
注
意
願

い
ま
す
。

　
カ
ン
シ
ョ
畑
が
園
芸
用
ハ
ウ
ス
や
住
宅

な
ど
に
隣
接
し
て
い
る
場
合
は
、
ハ
ウ
ス

所
有
者
や
住
民
に
対
し
て
ク
ロ
ピ
ク
剤
の

作
業
予
定
を
事
前
に
お
知
ら
せ
し
、
ハ
ウ

ス
や
住
宅
の
扉
、
窓
を
閉
め
て
も
ら
っ
て

く
だ
さ
い
。
こ
う
し
た
条
件
の
畑
は
、
ガ

ス
拡
散
速
度
の
遅
い
気
温
の
低
い
時
期
に

作
業
を
行
う
こ
と
も
事
故
防
止
の
対
策
に

な
り
ま
す
。

　

気
化
し
た
ク
ロ
ピ
ク
剤
は
空
気
の
約

５
．
６
倍
重
い
た
め
、
特
に
低
地
に
た
ま

り
や
す
い
で
す
。
カ
ン
シ
ョ
畑
の
下
方
に

ハ
ウ
ス
や
住
宅
、
畜
舎
な
ど
が
あ
る
場
合

は
風
の
な
い
時
も
注
意
が
必
要
で
す
。

　
被
覆
が
十
分
で
な
い
と
、
ク
ロ
ピ
ク
剤

の
ガ
ス
拡
散
が
大
き
く
な
る
恐
れ
が
あ
り

ま
す
。
マ
ル
チ
の
端
が
し
っ
か
り
土
に
埋

ま
っ
て
い
る
か
、
作
業
後
に
確
認
し
て
下

さ
い
。
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
は
①
近
隣
の
住

民
へ
事
前
連
絡
②
高
温
時
は
避
け
る
③
低

い
方
向
に
注
意
④
し
っ
か
り
被
覆
で
す
。

　
昨
年
度
、
管
内
の
水
田
で
ジ
ャ
ン
ボ
タ

ニ
シ
の
発
生
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
は
体
長
が
２
〜
７
㎝

（
写
真
）
で
田
植
え
後
か
ら
３
週
間
の
間

ま
で
、
移
植
し
た
苗
を
食
害
し
ま
す
。

　
ま
た
、
卵
は
濃
い
ピ
ン
ク
色
（
写
真
）

で
稲
の
茎
、
畦
畔
、
用
水
路
の
水
面
の
上

に
産
み
付
け
ら
れ
ま
す
。

　
対
策
は
、
食
害
が
見
ら
れ
た
圃
場
で
は

農
薬
に
よ
る
防
除
を
行
う
と
と
も
に
、
卵

を
水
中
に
落
と
す
こ
と
で
駆
除
で
き
ま

す
。
１
〜
２
月
に
耕
う
ん
を
行
い
、
休
眠

し
た
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
を
物
理
的
に
破
壊

す
る
と
と
も
に
、
寒
風
に
さ
ら
し
て
越
冬

個
体
を
減
少
さ
せ
る
こ
と
も
有
効
で
す
。

～農作物や農業機械の盗難に気をつけましょう～

マ
コ
モ
若
葉
パ
ウ
ダ
ー
の
商
品
化

に
つ
い
て

ス
ク
ミ
リ
ン
ゴ
ガ
イ
（
ジ
ャ
ン
ボ

タ
ニ
シ
）
の
発
生
に
注
意

ク
ロ
ル
ピ
ク
リ
ン
剤
の
事
故
防
止

行
方
地
域
農
業
後
継
者
ク
ラ
ブ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
表
会

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の
対
応

普 及 だ よ り

マコモ若葉パウダーを
添加した加工品

卵塊（左）とジャンボタニシの成貝（右）

「農業関係者における新型コロナウイ
ルス感染者が発生した時の対応及び事
業継続に関する基本的なガイドライン
について」
http://www.dainihon-noukai.jp/
news01/2717/ ）


